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問７ 次の文章は，変圧器の結線方式に関する記述である。 

変圧器の一次側，二次側の結線に Y 結線及びΔ結線を用いる方式は，結線の組

合せにより四つのパターンがある。このうち，    (ｱ)    結線はひずみ波の原因と

なる励磁電流の第 3 高調波が環流し，吸収される効果が得られるが，一方で中性

点の接地が必要となる場合は適さない。    (ｲ)    結線は一次側，二次側とも中性

点接地が可能という特徴を有する。    (ｳ)    結線及び    (ｴ)    結線は第 3 高調波

の環流回路があり，一次側若しくは二次側の中性点接地が可能である。    (ｳ)    

結線は昇圧用に，    (ｴ)    結線は降圧用に用いられることが多い。 

特別高圧系統では変圧器中性点を各種の方法で接地することから，    (ｲ)    結

線の変圧器が用いられるが，第 3 高調波の環流の効果を得る狙いから    (ｵ)    結

線を用いた三次巻線を採用していることが多い。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。ただし，(ｱ)～(ｴ)の左側は一次側，右側は二次

側の結線を表す。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

(1) Y-Y  Δ-Δ  Y-Δ  Δ-Y  Δ 

(2) Δ-Δ  Y-Y  Δ-Y  Y-Δ  Δ 

(3) Δ-Δ  Y-Y  Y-Δ  Δ-Y  Δ 

(4) Y-Δ  Δ-Y  Δ-Δ  Y-Y  Y 

(5) Δ-Δ  Y-Y  Δ-Y  Y-Δ  Y 
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問８ 架空送電線路の構成要素に関する記述として，誤っているものを次の(1)～

(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) アークホーン : がいしの両端に設けられた金属電極をいい，雷サー

ジによるフラッシオーバの際生じるアークを電極間

に生じさせ，がいし破損を防止するものである。 

 

(2) トーショナル

ダンパ 

 

: 着雪防止が目的で電線に取り付ける。風による振動

エネルギーで着雪を防止し，ギャロッピングによる

電線間の短絡事故などを防止するものである。 

 

(3) アーマロッド : 電線の振動疲労防止やアークスポットによる電線溶

断防止のため，クランプ付近の電線に同一材質の金

属を巻き付けるものである。 

 

(4) 相間スペーサ : 強風などによる電線相互の接近及び衝突を防止する

ため，電線相互の間隔を保持する器具として取り付

けるものである。 

 

(5) 埋設地線 : 塔脚の地下に放射状に埋設された接地線，あるい

は，いくつかの鉄塔を地下で連結する接地線をい

い，鉄塔の塔脚接地抵抗を小さくし，逆フラッシ

オーバを抑止する目的等のため取り付けるものであ

る。 
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